
 

  

令和７年度 学校評価報告書 
 

 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月24日実施） 
総合評価（３月17日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

自立と社会参加を
目指し、小学部から
高等部までの教育内
容を見直し、キャリ
ア教育の観点から、
系統的に再編成し、
教育課程の改善を図
る。 

①キャリア教育の観点か
ら、学習単元を整理
し、学びの連続性の構
築に向けた教育課程の
編成を推進する。 

 
 
②開校50周年を意識した
授業を行い、児童生徒
が自分の学校に愛着を
持てるようにする。 

①知肢統一における各学部
の学習内容と校外行事
（泊を伴う行事を含）の
連続性・系統性のある教
育課程について、学部行
事チームを中心に検討す
る。 

②年間を通して、計画的に
開校 50 周年を意識した
学習に取り組む。 

①知肢統一の諸課題と校外
行事の連続性・系統性の
ある教育課程について検
討して改善することがで
きたか。 

 
 
②児童生徒が自分の学校に
愛着を持ち、50 周年を
意識した学習に取り組む
ことができたか。 

① 知肢統一や校外行事
の連続性・系統性の
ある教育課程につい
て、整理を行った。 

 
 
 
② 開校記念日に校長の

ビデオレター、12 月
に50周年記念式典、
記念芸術鑑賞会を行
った。 

① 知肢統一と校外行
事の連続性・系統
性について継続し
て検討し、周知し
ていく。 
 
 

② 周年行事でない年
も開校記念日につ
いてふれていく。 

＜保護者＞ 
82％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
児童・生徒に必要な学
習を今後も継続して欲
しい。 
 
＜保護者＞ 
58％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
様々な取り組みをアピ
ールする必要がある。 

知肢統一について、
関連のある学部学年
で工夫した取り組み
を行うことができ
た。校外行事におい
て連続性・継続性に
ついて整理した。 
記念式典や記念鑑賞
会、キャラクターの
誕生により、自分の
学校に愛着を持つこ
とができた。 

児童・生徒の豊か
な成長のために、
意見を出し合い、
更なる工夫・改善
を進めていく。 
 
 
今後も自分の学校
に愛着を持つこと
ができるように取
り組んでいく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

主体的に学び、課
題を解決する力の獲
得を目指し、児童・
生徒一人ひとりの実
態に応じた指導・支
援に取り組むととも
に「わかる」授業を
行うための授業改善
を行う。 

①児童・生徒の実態を客
観的に捉え、児童・生
徒のニーズに応じた指
導・支援を行う。 

 
 
②一人 1 台端末を活用し
て、主体的に学ぶこと
ができる授業を展開す
る。 

①フォーマルアセスメント
を活用し、新個別教育計
画と年間指導計画を作成
し、関係者間で共有して
指導・支援を実践する。 

 
②児童・生徒が主体的にＩ
ＣＴ機器を活用した授業
について、情報整備チー
ムを中心に情報教育を推
進していく。 

① 新個別教育計画と年間
指導計画を活用して、
児童・生徒のニーズに
応じた指導・支援を行
うことができたか。 
 

②児童・生徒が一人 1台端
末を活用して、主体的に
学ぶことができたか。 

 

① 新個別教育計画で評
価が年１回になっ
た。児童・生徒のニ
ーズに合った指導・
支援を実践できた。 
 

② 大型電子黒板の導入
があり、教員による
定期的なミニ研修会
を行い、ＩＣＴ教育
の推進を行った。 

① これから保護者の
意見が出てくる可
能性がある。新書
式を検証してい
く。 
 

② 一人１台端末の使
用方法について、
より検討していく
必要がある。 

＜保護者＞ 
90％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
新個別教育計画の 1 年
経過の見直しを行って
いく。 
＜保護者＞ 
56％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
今の時代の児童・生徒
の実態に合わせて、コ
ミュニケーションツー
ルの一つとなるように
ICT活用を進めていく。 

新個別教育計画と年
間教育計画に関連性
を持たせ、各教科の
目標や学習内容を明
確にすることができ
た。 
タブレットや電子黒
板等の ICT 機器は配
備され環境は整って
きている。児童・生
徒が主体的に取り組
むことができる授業
を模索していく。 

全学習の基盤とな
る力を育むため
に、校内研究を通
して、自立活動に
ついて理解を深め
ていく。 
情報教育が組織的
に模索されるよう
に推進していく。 

３ 進路指導・支援 

地域での豊かな生
活や「なりたい自
分」を思い描き、自
ら進路選択を実現で
きるような指導・支
援を行う。 

①キャリアパスポートを
活用し、次のステージ
を想定して、児童・生
徒が自信をもって取り
組めるキャリア教育を
実践する。 

②地域や関係機関と連携
を図り、児童・生徒の
社会参加に結び付く、
指導支援を行う。 

①キャリアパスポートの目
的や意義について、児
童・生徒、保護者と共通
理解しながら、活動につ
いて振り返りを行う。 

 
②地域資源を活用し、地域
や関係機関の人と関わり
を持つ機会を設定する。 

①キャリアパスポートを活
用し、有効な指導に結び
付けることができたか。 

 
 
 
②地域の資源を活用した授
業を設定したか。学校内
外の人と関わりを持つ機
会を設定できたか。 

① キャリアパスポート
は定着した取り組み
になってきており、
活動について振り返
ることができた。 
 

② ゲストティーチャー
等の地域資源を活用
した取り組みを積極
的に実施できた。 

① キャリアパスポー
トは定着してきて
いるが、再検証し
ていく。 

 
 
② 学部間の連続性を

考え、系統的な取
り組みを検討して
いく。 

＜保護者＞ 
81％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
見直しの時期となって
いるので、検証してい
く。 
＜保護者＞ 
83％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
地域との取り組みを大
切にして学習できてい
る。より多くのことに
取り組んで欲しい。 

キャリアパスポート
の取り組みは定着し
てきている。より有
効なものにするため
に再検証が必要であ
る。 
地域資源を活用した
取り組みを深めるこ
とができた。児童・
生徒の発達段階に応
じた継続的な取り組
みが必要である。 

より効果的なキャ
リアパスポートに
ついて検討し、教
員と保護者ともに
理解を促してい
く。 
学部間の連続性の
ある取り組みにし
て検討していく。 

４ 地域等との協働 

共生社会の実現を
目指し、地域との連
携や相互資源活用を
通して、共生社会の
担い手となる人を育
てる。 

① 相互資源活用によ
り、地域の学校との
交流や共同学習を定
着・発展させ、共生
社会の実現に向けて
理解推進を図る。 
 

②地域や近隣施設と協働
して地域防災力を強化
する。 

① 各学部にＴＭＡＰの理
念を浸透させ、地域や
近隣の学校等、交流や
共同学習を推進し、地
域資源を活用した授業
を設定する。 
 

②学校運営協議会に新たに
設置した部会で地域の防
災について連携を図る。 

①交流等通して、児童・生
徒間の相互理解が進んだ
か。また、取り組みを地
域や保護者に発信するこ
とができたか。 

 
 
②地域や近隣の学校と協力
体制を結べたか。 

① 近隣住民への挨拶、
地域での作業製品販
売、高齢者施設での
交流等のＴＭＡＰを
行った。 
 
 

② 交流及び共同学習の
機会を計画的に実施
できた。 

① 継続してＴＭＡＰ
を推進して内容を
深めていく。 

 
 
 
 
② 交流の実施が難し

かったケースにつ
いて、理解を促し
ていくように努め
る。 

＜保護者＞ 
72％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
地域資源を有効活用し
て取り組むことができ
た。今後更なる進化に
期待する。 
＜保護者＞ 
65％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
子どもたちを地域で育
てることができるよう
に今後も地域との協働
が必要である。 

積極的に地域資源を
活用した取り組みを
するができた。児
童・生徒の発達段階
に応じた継続的な取
り組みが必要であ
る。 
各学部ともに交流学
習及び共同学習につ
いてほぼ計画通り実
施することができ
た。希望がかなわな
かった交流について
は相手校の理解を促
していく。 

ＴＭＡＰについて
の理解を深め、学
部間の連続性のあ
る取り組みについ
て検討していく。 
 
 
関係者でねらいを
共有して、地域や
近隣学校に計画的
に発信していく。 



 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月24日実施） 
総合評価（３月17日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

安全な環境を整備
し、児童・生徒が安
心して学ぶことがで
きる学校づくりを推
進する。 
 個の資質に大きく
依存しない組織であ
り、人権を大切にし
た「学び合い」「支
え合う」組織づくり
を促進する。 

①児童・生徒が自ら身を
守る力や支援者として
の力をつけられる防災
教育に取り組む。 

 
 
 
②教職員一人ひとりが主
体的に課題意識を持
ち、同僚性を高め、互
いを支えあう。 

 

① 発達段階に応じた避難
訓練等の防災教育を通
して、児童・生徒が自
ら身を守る行動がとれ
るようにする。 

 
 
②不祥事防止、働き方改
革、人材育成等につい
て、研修等を定期的に行
う。コミュニケーション
を大切にして、互いの心
身の変化に気づけるよう
にする。 

①防災教育を通して児童・
生徒が自ら身を守る行動
がとれるようになった
か。 

 
 
 
②諸課題を自分事と捉えて
行動することができた
か。業務改善を図り、教
員同士、コミュニケーシ
ョンを図り、同僚性を高
めることができたか。 

① 避難訓練、シェイ 
クアウト訓練や防災
教育等で、児童生徒
が自ら身を守る行動
が定着してきてい
る。 

 
② 毎月の不祥事防止研

修に加えて、外部講
師等を招いた研修を
行い、課題意識を高
めることができた。 

① 引き続き災害時を
想定した訓練や学
習を積み重ねてい
く。 

 
 
 
② 今後も定期的に振

り返るようにし
て、事故・不祥事
防止に取り組んで
いく。業務改善に
ついて自分事とし
て考えて改善案を
考えていく。 

＜保護者＞ 
84％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
地域防災部会を立ち上
げたことにより、地域
と顔の見える関係を作
っていけると良い。 
＜保護者＞ 
74％が良い評価 
＜学校運営協議会＞ 
自分事として誰にでも
起こりうることとして
捉えていって欲しい。 

避難訓練やシェイク
アウト訓練で、自ら
命を守る行動が身に
ついてきている。肢
体不自由の児童・生
徒の避難について検
討が必要である。 
不祥事防止研修等を
踏まえて。人権意識
を高めることができ
た。自分事として捉
えられるように継続
して取り組んでい
く。 

地域との連携を地
域防災部会で深め
ていく。肢体の児
童・生徒の避難方
法について、学
部・グループで検
討する。 
教職員一人ひとり
が人権を大切にし
た教育活動、職場
づくりを展開して
いく。 

 


